
(57)【要約】

【課題】ユーザの操作習熟度に応じた操作環境を与えて

、あらゆるユーザが使い易く誤操作の少ない機器操作方

法を提供する。

【解決手段】ユーザの識別を指紋１の形を識別する指紋

認証装置２と、操作メニュー表示フロー等を記憶するフ

ラッシュＲＯＭ４と、機器の操作メニューを表示する液

晶タッチパネル５と、音声ガイダンスを出力するスピー

カ６と、キー表面に指の接触を検知する反射型センサを

備えたテンキー７と、それら操作部の全体制御を行うＣ

ＰＵ及びプログラムＲＯＭを備えた操作部制御装置８か

ら構成される。また本操作部制御装置８はネットワーク

を介して各ユーザの個人情報を管理する個人情報管理サ

ーバ９と接続されている。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ユ ー ザ 特 有 の 識 別 情 報 を 取 得 す る ユ ー ザ 情 報 取 得 手 段 と 、 該 ユ ー ザ 情 報 取 得 手 段 か ら 取 得
さ れ た ユ ー ザ 情 報 に 基 づ い て 特 定 の ユ ー ザ を 認 証 す る ユ ー ザ 認 証 手 段 と 、 機 器 の 操 作 メ ニ
ュ ー を 表 示 す る 操 作 パ ネ ル 部 と 、 音 声 ガ イ ダ ン ス を 出 力 す る 音 声 出 力 手 段 と 、 視 覚 障 害 者
に よ り 操 作 可 能 な 構 成 を 有 す る 入 力 手 段 と 、 前 記 各 手 段 を 制 御 す る 操 作 部 制 御 手 段 と 、 を
備 え た 操 作 表 示 装 置 で あ っ て 、
該 操 作 表 示 装 置 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 前 記 各 ユ ー ザ の 個 人 情 報 を 管 理 す る 個 人 情 報 管
理 サ ー バ と 接 続 さ れ 、 前 記 ユ ー ザ 情 報 取 得 手 段 か ら 取 得 さ れ る ユ ー ザ 識 別 信 号 と 前 記 個 人
情 報 管 理 サ ー バ で 管 理 す る 個 人 情 報 デ ー タ ベ ー ス と を 照 合 し 、 当 該 機 器 操 作 の 習 熟 度 の 認
識 及 び 視 覚 障 害 者 で あ る か 否 か の 判 別 を 可 能 と す る よ う に 前 記 操 作 部 制 御 手 段 に よ り 制 御
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 操 作 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
ユ ー ザ 特 有 の 識 別 情 報 を 取 得 す る ユ ー ザ 情 報 取 得 手 段 と 、 該 ユ ー ザ 情 報 取 得 手 段 か ら 取 得
さ れ た ユ ー ザ 情 報 に 基 づ い て 特 定 の ユ ー ザ を 認 証 す る ユ ー ザ 認 証 手 段 と 、 機 器 の 操 作 メ ニ
ュ ー を 表 示 す る 操 作 パ ネ ル 部 と 、 音 声 ガ イ ダ ン ス を 出 力 す る 音 声 出 力 手 段 と 、 視 覚 障 害 者
に よ り 操 作 可 能 な 構 成 を 有 す る 入 力 手 段 と 、 前 記 各 手 段 を 制 御 す る 操 作 部 制 御 手 段 と 、 を
備 え た 操 作 表 示 装 置 で あ っ て 、
該 操 作 表 示 装 置 は 、 前 記 各 ユ ー ザ の 個 人 情 報 を 管 理 す る 記 憶 装 置 を 備 え 、 前 記 ユ ー ザ 情 報
取 得 手 段 か ら 取 得 さ れ る ユ ー ザ 識 別 信 号 と 前 記 記 憶 装 置 で 管 理 す る 個 人 情 報 デ ー タ ベ ー ス
と を 照 合 し 、 当 該 機 器 操 作 の 習 熟 度 の 認 識 及 び 視 覚 障 害 者 で あ る か 否 か の 判 別 を 可 能 と す
る よ う に 前 記 操 作 部 制 御 手 段 に よ り 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 操 作 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 操 作 部 制 御 手 段 は 、 前 記 ユ ー ザ 情 報 取 得 手 段 か ら 取 得 さ れ る ユ ー ザ 識 別 信 号 と 前 記 記
憶 装 置 、 若 し く は 個 人 情 報 管 理 サ ー バ で 管 理 す る 個 人 情 報 デ ー タ ベ ー ス と を 照 合 す る こ と
に よ り 、 当 該 機 器 操 作 の 習 熟 度 を 認 識 し 、 該 習 熟 度 に 応 じ た 操 作 メ ニ ュ ー を ユ ー ザ が 理 解
可 能 と 推 測 さ れ る 用 語 を 用 い て 前 記 操 作 パ ネ ル 部 に 表 示 す る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 操 作 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 操 作 部 制 御 手 段 は 、 前 記 ユ ー ザ 情 報 取 得 手 段 か ら 取 得 さ れ る ユ ー ザ 識 別 信 号 と 前 記 記
憶 装 置 、 若 し く は 個 人 情 報 管 理 サ ー バ で 管 理 す る 個 人 情 報 デ ー タ ベ ー ス と を 照 合 し た 結 果
、 当 該 機 器 操 作 の ユ ー ザ が 視 覚 障 害 者 で あ る と 判 断 し た 場 合 、 当 該 機 器 操 作 に 関 す る 習 熟
度 に 応 じ た 操 作 メ ニ ュ ー を 当 該 ユ ー ザ が 理 解 可 能 と 推 測 さ れ る 用 語 を 用 い て 前 記 音 声 出 力
手 段 よ り 音 声 ガ イ ダ ン ス に て 出 力 し 、 該 音 声 ガ イ ダ ン ス に 従 い な が ら 前 記 入 力 手 段 に よ り
機 器 操 作 を 行 う よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 操 作 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 操 作 部 制 御 手 段 は 、 使 用 中 に 当 該 機 器 が エ ラ ー 状 態 に 陥 っ た 場 合 、 当 該 機 器 操 作 に 関
す る 習 熟 度 に 応 じ た エ ラ ー 対 処 手 段 を 、 当 該 機 器 を 使 用 中 の ユ ー ザ が 理 解 可 能 と 推 測 さ れ
る 用 語 を 用 い て 前 記 操 作 パ ネ ル 部 に 表 示 す る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又
は ２ に 記 載 の 操 作 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 操 作 部 制 御 手 段 は 、 当 該 機 器 操 作 の ユ ー ザ が 視 覚 障 害 者 で あ る と 判 断 し 、 且 つ 使 用 中
に 当 該 機 器 が エ ラ ー 状 態 に 陥 っ た 場 合 、 当 該 機 器 操 作 に 関 す る 習 熟 度 に 応 じ た エ ラ ー 対 処
手 段 を 、 当 該 機 器 を 使 用 中 の ユ ー ザ が 理 解 可 能 と 推 測 さ れ る 用 語 を 用 い て 前 記 音 声 出 力 手
段 よ り 音 声 ガ イ ダ ン ス に て 出 力 す る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記
載 の 操 作 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 操 作 部 制 御 手 段 は 、 使 用 中 に 当 該 機 器 が エ ラ ー 状 態 に 陥 り 、 且 つ 一 定 時 間 経 過 後 、 当
該 機 器 が エ ラ ー 状 態 か ら 復 帰 し て い な い 場 合 、 前 回 表 示 若 し く は 音 声 ガ イ ダ ン ス し た 操 作
メ ニ ュ ー の 表 現 レ ベ ル を １ ラ ン ク 下 げ 、 再 度 エ ラ ー 対 処 手 段 を 前 記 操 作 パ ネ ル 部 に 表 示 、
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若 し く は 前 記 音 声 出 力 手 段 よ り 音 声 ガ イ ダ ン ス に て 出 力 し 、 こ の 動 作 を 当 該 機 器 が 正 常 状
態 に 復 帰 す る ま で 繰 り 返 す よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 又 は ６ に 記 載 の 操 作
表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ユ ー ザ 情 報 取 得 手 段 は 、 特 定 の 指 の 指 紋 デ ー タ を ユ ー ザ Ｉ Ｄ に 変 換 し て 出 力 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ７ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 操 作 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 入 力 手 段 は 、 キ ー 表 面 に 指 の 接 触 を 検 知 す る 反 射 型 セ ン サ を 備 え 、 接 触 し た キ ー に 該
当 す る キ ー 番 号 を 前 記 操 作 部 制 御 手 段 に 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ７ の 何 れ
か 一 項 に 記 載 の 操 作 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 操 作 表 示 装 置 に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 、 操 作 者 の 習 熟 度 に 応 じ た 操 作 方 法 を 提
供 す る 操 作 表 示 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 家 電 機 器 ・ Ｏ Ａ 機 器 等 の 高 機 能 化 が 進 み 、 そ の 操 作 方 法 は ま す ま す 複 雑 化 し て い る
。 特 に 、 操 作 パ ネ ル 画 面 は 機 能 が 高 機 能 に な れ ば な る ほ ど 、 操 作 す べ き 対 象 が 増 加 し て 複
雑 さ を 助 長 し て い る 。 そ れ を 回 避 す る 方 法 と し て 、 画 面 を ス ク ロ ー ル し た り 、 複 数 画 面 に
切 替 え て 使 用 す る 方 法 な ど が 採 ら れ て い る 。 し か し 、 操 作 に 慣 れ た （ 習 熟 度 の 高 い ） ユ ー
ザ で あ れ ば 、 特 に 苦 に は な ら な い が 、 操 作 に 不 慣 れ な （ 習 熟 度 の 低 い ） ユ ー ザ に と っ て は
、 操 作 そ の も の が 苦 に な り 誤 操 作 の 原 因 を 作 っ て い る 。 ま た 、 障 害 者 の 社 会 進 出 と い っ た
社 会 構 造 の 変 化 に 伴 い 、 公 共 機 関 ・ 職 場 等 に 設 置 さ れ る 機 器 に お い て 、 あ る ゆ る ユ ー ザ に
対 応 し た ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス 設 計 が 求 め ら れ て い る 。
こ の ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス 設 計 の 従 来 例 と し て 、 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ０ ６ ２ ０ ４ 公 報 に は 、
同 機 種 又 は 異 機 種 の デ バ イ ス 間 に お い て 操 作 性 つ ま り 入 力 操 作 環 境 を 移 植 で き る よ う に す
る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。 そ れ に よ る と 、 操 作 画 面 が 表 示 さ れ る 複 数 の デ バ イ ス 間 で ユ ー
ザ 設 定 を 共 用 す る シ ス テ ム で あ っ て 、 第 １ デ バ イ ス 上 の ユ ー ザ 設 定 内 容 が 記 述 さ れ た 設 定
共 用 フ ァ イ ル を 作 成 す る 作 成 手 段 と 、 前 記 設 定 共 用 フ ァ イ ル が 保 存 さ れ る 記 憶 手 段 と 、 前
記 記 憶 手 段 か ら 設 定 共 用 フ ァ イ ル を 取 得 す る 取 得 手 段 と 、 前 記 取 得 さ れ た 設 定 共 用 フ ァ イ
ル 内 の ユ ー ザ 設 定 内 容 の 記 述 に 従 っ て 、 第 ２ デ バ イ ス で 表 示 さ れ る 操 作 画 面 の 仕 様 を カ ス
タ マ イ ズ す る カ ス タ マ イ ズ 手 段 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。 し か し 、 本 公 報 に よ る
発 明 は 、 あ く ま で も ユ ー ザ が 慣 れ た 操 作 環 境 を 他 機 種 に 移 植 し て 、 移 植 先 で 従 来 の 操 作 環
境 で 操 作 す る も の で あ り 、 操 作 環 境 が 移 植 で き る 機 種 が 限 定 さ れ て し ま い 機 種 の 拡 張 性 が
乏 し く 、 し か も 、 ユ ー ザ の 習 熟 度 と は 無 関 係 に 移 植 が 行 わ れ る た め 習 熟 度 の 進 歩 が 図 れ な
い と い っ た 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 か か る 課 題 に 鑑 み 、 ユ ー ザ の 操 作 習 熟 度 に 応 じ た 操 作 環 境 を 与 え て 、 あ ら ゆ る
ユ ー ザ が 使 い 易 く 誤 操 作 の 少 な い 機 器 操 作 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
ま た 、 他 の 目 的 は 視 覚 障 害 者 に 対 す る イ ン タ ー フ ェ ー ス を 備 え た 操 作 環 境 を 提 供 す る こ と
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は か か る 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ は 、 ユ ー ザ 特 有 の 識 別 情 報 を 取 得 す る ユ
ー ザ 情 報 取 得 手 段 と 、 該 ユ ー ザ 情 報 取 得 手 段 か ら 取 得 さ れ た ユ ー ザ 情 報 に 基 づ い て 特 定 の
ユ ー ザ を 認 証 す る ユ ー ザ 認 証 手 段 と 、 機 器 の 操 作 メ ニ ュ ー を 表 示 す る 操 作 パ ネ ル 部 と 、 音
声 ガ イ ダ ン ス を 出 力 す る 音 声 出 力 手 段 と 、 視 覚 障 害 者 に よ り 操 作 可 能 な 構 成 を 有 す る 入 力
手 段 と 、 前 記 各 手 段 を 制 御 す る 操 作 部 制 御 手 段 と 、 を 備 え た 操 作 表 示 装 置 で あ っ て 、 該 操
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作 表 示 装 置 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 前 記 各 ユ ー ザ の 個 人 情 報 を 管 理 す る 個 人 情 報 管 理 サ
ー バ と 接 続 さ れ 、 前 記 ユ ー ザ 情 報 取 得 手 段 か ら 取 得 さ れ る ユ ー ザ 識 別 信 号 と 前 記 個 人 情 報
管 理 サ ー バ で 管 理 す る 個 人 情 報 デ ー タ ベ ー ス と を 照 合 し 、 当 該 機 器 操 作 の 習 熟 度 の 認 識 及
び 視 覚 障 害 者 で あ る か 否 か の 判 別 を 可 能 と す る よ う に 前 記 操 作 部 制 御 手 段 に よ り 制 御 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 。
本 発 明 の 操 作 表 示 装 置 は 、 基 本 的 に 予 め 登 録 さ れ た ユ ー ザ を 対 象 に 、 そ の ユ ー ザ の 操 作 習
熟 度 に 応 じ た 操 作 環 境 を 提 供 す る も の で あ る 。 そ の た め に イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に ユ ー ザ の 個
人 情 報 を 管 理 す る サ ー バ を 備 え て い る 。 ま ず 、 操 作 を 行 う ユ ー ザ が ユ ー ザ 情 報 取 得 手 段 か
ら ユ ー ザ 特 有 の 情 報 、 例 え ば 、 指 紋 、 声 紋 、 パ ス ワ ー ド 等 を 入 力 す る 。 そ の 情 報 は ユ ー ザ
Ｉ Ｄ に 変 換 さ れ て 操 作 部 制 御 手 段 に 入 力 さ れ 、 操 作 部 制 御 手 段 で は サ ー バ に 記 憶 さ れ た ユ
ー ザ 個 人 情 報 と ユ ー ザ Ｉ Ｄ と を 照 合 し て ユ ー ザ の 習 熟 度 を 認 識 す る 。 こ の ユ ー ザ の 習 熟 度
は 学 習 機 能 を 有 し て お り 、 ユ ー ザ が 機 器 を 操 作 し た 回 数 に よ り 習 熟 度 が 増 し て い く よ う に
構 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 操 作 部 制 御 手 段 は ユ ー ザ 習 熟 度 に 応 じ た 操 作 環 境 を 与 え る た め
に 、 操 作 パ ネ ル 部 に 表 示 す る メ ニ ュ ー を 選 択 す る 。 ま た 、 ユ ー ザ の 中 に は 視 覚 障 害 者 が 含
ま れ て い る の で 、 そ の よ う な ユ ー ザ の 場 合 は 、 音 声 ガ イ ダ ン ス に よ り 操 作 が 可 能 な よ う に
制 御 さ れ る 。
か か る 発 明 に よ れ ば 、 ユ ー ザ の 操 作 習 熟 度 や 障 害 の 有 無 を 認 識 し て 、 そ の ユ ー ザ に 最 適 な
操 作 環 境 を 選 択 し て 与 え る の で 、 ユ ー ザ が 操 作 し 易 く し て 、 誤 操 作 の 確 率 を 減 少 し た ユ ー
ザ フ レ ン ド リ な 操 作 環 境 を 与 え る こ と が で き る 。 ま た 、 ユ ー ザ 個 人 情 報 が イ ン タ ー ネ ッ ト
上 の サ ー バ に よ り 管 理 さ れ て い る の で 、 ク ラ イ ア ン ト が ユ ー ザ 個 人 情 報 を 共 通 に 使 用 す る
こ と が で き 、 管 理 の 一 元 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
請 求 項 ２ は 、 ユ ー ザ 特 有 の 識 別 情 報 を 取 得 す る ユ ー ザ 情 報 取 得 手 段 と 、 該 ユ ー ザ 情 報 取 得
手 段 か ら 取 得 さ れ た ユ ー ザ 情 報 に 基 づ い て 特 定 の ユ ー ザ を 認 証 す る ユ ー ザ 認 証 手 段 と 、 機
器 の 操 作 メ ニ ュ ー を 表 示 す る 操 作 パ ネ ル 部 と 、 音 声 ガ イ ダ ン ス を 出 力 す る 音 声 出 力 手 段 と
、 視 覚 障 害 者 に よ り 操 作 可 能 な 構 成 を 有 す る 入 力 手 段 と 、 前 記 各 手 段 を 制 御 す る 操 作 部 制
御 手 段 と 、 を 備 え た 操 作 表 示 装 置 で あ っ て 、 該 操 作 表 示 装 置 は 、 前 記 各 ユ ー ザ の 個 人 情 報
を 管 理 す る 記 憶 装 置 を 備 え 、 前 記 ユ ー ザ 情 報 取 得 手 段 か ら 取 得 さ れ る ユ ー ザ 識 別 信 号 と 前
記 記 憶 装 置 で 管 理 す る 個 人 情 報 デ ー タ ベ ー ス と を 照 合 し 、 当 該 機 器 操 作 の 習 熟 度 の 認 識 及
び 視 覚 障 害 者 で あ る か 否 か の 判 別 を 可 能 と す る よ う に 前 記 操 作 部 制 御 手 段 に よ り 制 御 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 。
こ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の ユ ー ザ の 個 人 情 報 を イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の サ ー バ で 管 理 し て い た も
の を 、 装 置 内 の 記 憶 装 置 に て 管 理 す る と こ ろ が 異 な る 点 で あ る 。 こ の 発 明 の 利 点 は ユ ー ザ
個 人 情 報 が 閉 じ ら れ た シ ス テ ム 内 で 管 理 さ れ る た め 、 情 報 の 秘 匿 の 点 で 有 利 と な る 。
か か る 発 明 に よ れ ば 、 ユ ー ザ の 操 作 習 熟 度 や 障 害 の 有 無 を 認 識 し て 、 そ の ユ ー ザ に 最 適 な
操 作 環 境 を 選 択 し て 与 え る の で 、 ユ ー ザ が 操 作 し 易 く し て 、 誤 操 作 の 確 率 を 減 少 し た ユ ー
ザ フ レ ン ド リ な 操 作 環 境 を 与 え る こ と が で き 、 し か も 、 情 報 の 管 理 が 容 易 で あ る 。
請 求 項 ３ は 、 前 記 操 作 部 制 御 手 段 は 、 前 記 ユ ー ザ 情 報 取 得 手 段 か ら 取 得 さ れ る ユ ー ザ 識 別
信 号 と 前 記 記 憶 装 置 、 若 し く は 個 人 情 報 管 理 サ ー バ で 管 理 す る 個 人 情 報 デ ー タ ベ ー ス と を
照 合 す る こ と に よ り 、 当 該 機 器 操 作 の 習 熟 度 を 認 識 し 、 該 習 熟 度 に 応 じ た 操 作 メ ニ ュ ー を
ユ ー ザ が 理 解 可 能 と 推 測 さ れ る 用 語 を 用 い て 前 記 操 作 パ ネ ル 部 に 表 示 す る よ う に 制 御 す る
こ と を 特 徴 と す る 。
ユ ー ザ 個 人 情 報 と ユ ー ザ Ｉ Ｄ と を 照 合 し て ユ ー ザ の 習 熟 度 を 認 識 し た 結 果 、 例 え ば 、 習 熟
度 が 低 い ユ ー ザ の 場 合 は 、 操 作 パ ネ ル 上 に 表 示 す る 用 語 そ の も の が 理 解 で き な い 場 合 が あ
る 。 そ の た め に 、 習 熟 度 に 応 じ た 用 語 を 選 択 し て 表 示 す る こ と は 、 ユ ー ザ の 操 作 理 解 を 早
め る 上 で 有 効 で あ る 。 ま た 、 逆 に 習 熟 度 が 高 い ユ ー ザ の 場 合 は 、 用 語 は 高 度 の 専 門 用 語 を
使 用 し て も 差 し 支 え な い 。 こ の よ う に 習 熟 度 に 応 じ た 用 語 を 選 択 す る こ と に よ り 、 操 作 の
誤 り を 減 ら し 、 さ ら に 、 習 熟 度 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
か か る 発 明 に よ れ ば 、 ユ ー ザ の 習 熟 度 に 応 じ て ユ ー ザ が 理 解 で き る 用 語 で 表 示 す る の で 、
ユ ー ザ は 表 示 部 に 表 示 さ れ た 用 語 を 正 し く 理 解 す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 誤 操 作 を 減 少
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し て 習 熟 度 の 向 上 を よ り 早 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
請 求 項 ４ は 、 前 記 操 作 部 制 御 手 段 は 、 前 記 ユ ー ザ 情 報 取 得 手 段 か ら 取 得 さ れ る ユ ー ザ 識 別
信 号 と 前 記 記 憶 装 置 、 若 し く は 個 人 情 報 管 理 サ ー バ で 管 理 す る 個 人 情 報 デ ー タ ベ ー ス と を
照 合 し た 結 果 、 当 該 機 器 操 作 の ユ ー ザ が 視 覚 障 害 者 で あ る と 判 断 し た 場 合 、 当 該 機 器 操 作
に 関 す る 習 熟 度 に 準 じ た 操 作 メ ニ ュ ー を 当 該 ユ ー ザ が 理 解 可 能 と 推 測 さ れ る 用 語 を 用 い て
前 記 音 声 出 力 手 段 よ り 音 声 ガ イ ダ ン ス に て 出 力 し 、 該 音 声 ガ イ ダ ン ス に 従 い な が ら 前 記 入
力 手 段 に よ り 機 器 操 作 を 行 う よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 。
ユ ー ザ 識 別 信 号 と 記 憶 装 置 、 若 し く は 個 人 情 報 管 理 サ ー バ で 管 理 す る 個 人 情 報 デ ー タ ベ ー
ス と を 照 合 し た 結 果 、 ユ ー ザ が 視 覚 障 害 者 で あ る と 認 識 さ れ た 場 合 、 操 作 の 方 法 は 健 常 者
と 大 き く 異 な る 。 つ ま り 、 表 示 部 に よ る 操 作 は 不 可 能 な た め 音 声 ま た は 触 覚 に よ り 操 作 す
る 方 法 を 採 ら ざ る を 得 な い 。 そ こ で 、 キ ー ボ ー ド 上 の あ る キ ー を 触 っ た 場 合 、 音 声 に よ り
そ の キ ー の 番 号 を 出 力 し て 視 覚 障 害 者 に デ ー タ を 入 力 し て も ら う 。 当 然 、 ユ ー ザ の 操 作 習
熟 度 に 応 じ た 用 語 で 音 声 ガ イ ダ ン ス が 流 れ て 、 そ れ に よ り 操 作 を 進 め て い く 方 法 で あ る 。
か か る 発 明 に よ れ ば 、 ユ ー ザ が 視 覚 障 害 者 の 場 合 、 そ の 操 作 習 熟 度 に 応 じ た 用 語 を 用 い て
音 声 ガ イ ダ ン ス し 、 ユ ー ザ は ガ イ ダ ン ス に 従 っ て キ ー を 操 作 す る の で 、 視 覚 障 害 者 で も 操
作 が 容 易 に 、 し か も 確 実 に 操 作 す る こ と が で き る 。
請 求 項 ５ は 、 前 記 操 作 部 制 御 手 段 は 、 使 用 中 に 当 該 機 器 が エ ラ ー 状 態 に 陥 っ た 場 合 、 当 該
機 器 操 作 に 関 す る 習 熟 度 に 応 じ た エ ラ ー 対 処 手 段 を 、 当 該 機 器 を 使 用 中 の ユ ー ザ が 理 解 可
能 と 推 測 さ れ る 用 語 を 用 い て 前 記 操 作 パ ネ ル 部 に 表 示 す る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す
る 。
機 器 を 操 作 中 に 機 器 が 何 ら か の 原 因 で エ ラ ー 状 態 に 陥 る こ と が あ る 。 こ の よ う な 場 合 、 習
熟 度 の 高 い ユ ー ザ で あ れ ば 左 程 操 作 に 迷 う こ と は な い が 、 習 熟 度 の 低 い ユ ー ザ の 場 合 、 よ
け い 狼 狽 し て し ま う 。 従 っ て 、 エ ラ ー の 対 処 方 法 も 習 熟 度 に 応 じ た 用 語 が 用 い ら れ て 表 示
さ れ る こ と が 好 ま し い 。
か か る 発 明 に よ れ ば 、 エ ラ ー 対 処 方 法 が ユ ー ザ の 習 熟 度 に 応 じ た 用 語 に よ り 表 示 さ れ る の
で 、 習 熟 度 の 低 い ユ ー ザ で も 正 し く エ ラ ー 対 処 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
請 求 項 ６ は 、 前 記 操 作 部 制 御 手 段 は 、 当 該 機 器 操 作 の ユ ー ザ が 視 覚 障 害 者 で あ る と 判 断 し
、 且 つ 使 用 中 に 当 該 機 器 が エ ラ ー 状 態 に 陥 っ た 場 合 、 当 該 機 器 操 作 に 関 す る 習 熟 度 に 応 じ
た エ ラ ー 対 処 手 段 を 、 当 該 機 器 を 使 用 中 の ユ ー ザ が 理 解 可 能 と 推 測 さ れ る 用 語 を 用 い て 前
記 音 声 出 力 手 段 よ り 音 声 ガ イ ダ ン ス に て 出 力 す る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 。
視 覚 障 害 者 が 機 器 を 操 作 中 に エ ラ ー が 発 生 し た 場 合 、 エ ラ ー が 発 生 し た こ と は 当 然 音 声 に
よ り 知 ら さ れ る 。 そ の 後 、 そ の エ ラ ー に 対 し て 対 処 し な け れ ば な ら な い 。 視 覚 障 害 者 で も
習 熟 度 に 高 低 が あ り 、 現 在 操 作 中 の ユ ー ザ の 習 熟 度 に 応 じ た 用 語 を 使 用 し て 音 声 ガ イ ダ ン
ス が 行 わ れ る 。 こ の 時 健 常 者 よ り 更 に 細 か く 丁 寧 に ガ イ ダ ン ス す る こ と が 好 ま し い 。
か か る 発 明 に よ れ ば 、 ユ ー ザ が 視 覚 障 害 者 の 場 合 、 操 作 中 の エ ラ ー 対 処 方 法 は そ の ユ ー ザ
の 習 熟 度 に 応 じ た 用 語 に よ り 音 声 ガ イ ダ ン ス を 行 う の で 、 視 覚 障 害 者 で も ス ム ー ズ に 正 確
に エ ラ ー に 対 し て 対 処 す る こ と が で き る 。
請 求 項 ７ は 、 前 記 操 作 部 制 御 手 段 は 、 使 用 中 に 当 該 機 器 が エ ラ ー 状 態 に 陥 り 、 且 つ 一 定 時
間 経 過 後 、 当 該 機 器 が エ ラ ー 状 態 か ら 復 帰 し て い な い 場 合 、 前 回 表 示 若 し く は 音 声 ガ イ ダ
ン ス し た 操 作 メ ニ ュ ー の 表 現 レ ベ ル を １ ラ ン ク 下 げ 、 再 度 エ ラ ー 対 処 手 段 を 前 記 操 作 パ ネ
ル 部 に 表 示 、 若 し く は 前 記 音 声 出 力 手 段 よ り 音 声 ガ イ ダ ン ス に て 出 力 し 、 こ の 動 作 を 当 該
機 器 が 正 常 状 態 に 復 帰 す る ま で 繰 り 返 す よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 。
機 器 が エ ラ ー 状 態 に 陥 っ た 場 合 、 習 熟 し た ユ ー ザ で あ れ ば 所 定 の 時 間 内 で 処 理 を し て 復 帰
さ せ る こ と が 可 能 で あ る が 、 あ ま り 習 熟 し て い な い ユ ー ザ 、 若 し く は 視 覚 障 害 者 の 場 合 は
、 所 定 の 時 間 内 で 復 帰 す る こ と は 困 難 な 場 合 が 想 定 さ れ る 。 そ こ で 、 エ ラ ー が 発 生 し て か
ら 一 定 時 間 経 過 し て も 復 帰 し な い 場 合 は 、 表 現 レ ベ ル を １ ラ ン ク 下 げ て 表 示 し 、 再 度 時 間
経 過 を 待 ち 、 機 器 が 正 常 に 復 帰 す る ま で 繰 り 返 す よ う に す る 。
か か る 発 明 に よ れ ば 、 機 器 が エ ラ ー 状 態 に 陥 っ た 場 合 、 所 定 の 時 間 経 過 し て も 復 帰 し な い
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場 合 、 さ ら に レ ベ ル を 下 げ て 復 帰 す る ま で 繰 り 返 す の で 、 復 帰 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ８ は 、 前 記 ユ ー ザ 情 報 取 得 手 段 は 、 特 定 の 指 の 指 紋 デ ー タ を ユ ー ザ Ｉ Ｄ に 変 換 し て
出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 。
ユ ー ザ を 特 定 す る 手 段 は 各 種 あ る が 、 そ れ ぞ れ 一 長 一 短 が あ る 。 例 え ば 、 パ ス ワ ー ド の 場
合 は そ れ を 知 っ て い る 者 が 本 人 で あ る 確 証 は 何 処 に も な い 。 つ ま り 、 他 人 が パ ス ワ ー ド を
何 ら か の 方 法 で 盗 ん だ 可 能 性 も あ る か ら で あ る 。 ま た 、 Ｉ Ｄ カ ー ド の 場 合 も 、 本 人 で な く
と も 可 能 で あ る 。 そ こ で 、 本 人 以 外 に 所 有 し な い も の と し て 指 紋 が あ る 。 指 紋 は 個 人 を 特
定 す る 上 で 最 も 確 実 な 手 段 で あ り 、 他 人 が そ れ を 利 用 し た り 模 倣 す る こ と は で き な い 。
か か る 発 明 に よ れ ば 、 ユ ー ザ 個 人 を 特 定 す る 手 段 が ユ ー ザ の 指 紋 に よ り 判 定 す る の で 、 他
人 が 模 倣 す る こ と が で き な い も の で あ り 、 ユ ー ザ 情 報 の 正 確 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
請 求 項 ９ は 、 前 記 入 力 手 段 は 、 キ ー 表 面 に 指 の 接 触 を 検 知 す る 反 射 型 セ ン サ を 備 え 、 接 触
し た キ ー に 該 当 す る キ ー 番 号 を 前 記 操 作 部 制 御 手 段 に 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 。
視 覚 障 害 者 が デ ー タ を 入 力 す る 場 合 、 音 声 認 識 に よ る 方 法 も あ る が 、 認 識 率 の 問 題 と 装 置
の コ ス ト が 高 く な る と い っ た 問 題 が あ る 。 そ れ に 比 べ て 、 キ ー ボ ー ド に 反 射 型 セ ン サ を 取
り 付 け 、 接 触 し た と き に そ の キ ー 番 号 を 音 声 に よ り 知 ら せ て 、 視 覚 障 害 者 は 所 望 の キ ー の
位 置 を 接 触 し た 時 に 従 来 と 同 じ よ う に そ の キ ー を 押 す こ と に よ り 、 キ ー 番 号 を 入 力 す る こ
と が で き る 。 こ の 方 法 で あ れ ば 、 現 用 の 装 置 を 大 き く 変 更 す る こ と な く 使 用 す る こ と が で
き る 。
か か る 発 明 に よ れ ば 、 キ ー ボ ー ド に 反 射 型 の セ ン サ を 取 り 付 け る こ と に よ り 、 視 覚 障 害 者
で も 確 実 に 所 望 の キ ー 番 号 を 入 力 す る こ と が で き 、 し か も 、 装 置 の コ ス ト を 安 く 実 現 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 を 図 に 示 し た 実 施 形 態 を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。 但 し 、 こ の 実 施 形 態 に 記 載
さ れ る 構 成 要 素 、 種 類 、 組 み 合 わ せ 、 形 状 、 そ の 相 対 配 置 な ど は 特 定 的 な 記 載 が な い 限 り
、 こ の 発 明 の 範 囲 を そ れ の み に 限 定 す る 主 旨 で は な く 単 な る 説 明 例 に 過 ぎ な い 。
図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 操 作 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 本
実 施 形 態 の 操 作 表 示 装 置 １ ０ ０ は 、 ユ ー ザ の 識 別 を 指 紋 １ の 形 を 識 別 す る 指 紋 認 証 装 置 ２
と 、 操 作 メ ニ ュ ー 表 示 フ ロ ー 等 を 記 憶 す る フ ラ ッ シ ュ Ｒ Ｏ Ｍ ４ と 、 機 器 の 操 作 メ ニ ュ ー を
表 示 す る 液 晶 タ ッ チ パ ネ ル ５ と 、 音 声 ガ イ ダ ン ス を 出 力 す る ス ピ ー カ ６ と 、 キ ー 表 面 に 指
の 接 触 を 検 知 す る 反 射 型 セ ン サ を 備 え た テ ン キ ー ７ と 、 そ れ ら 操 作 部 の 全 体 制 御 を 行 う Ｃ
Ｐ Ｕ 及 び プ ロ グ ラ ム Ｒ Ｏ Ｍ を 備 え た 操 作 部 制 御 装 置 ８ か ら 構 成 さ れ る 。 ま た 本 操 作 部 制 御
装 置 ８ は ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 各 ユ ー ザ の 個 人 情 報 を 管 理 す る 個 人 情 報 管 理 サ ー バ ９ と 接
続 さ れ て い る 。 尚 、 ユ ー ザ 識 別 の 手 段 を 指 紋 に よ り 行 う 方 法 に つ い て 記 載 し て い る が 、 他
の 方 法 で も 構 わ な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
次 に 、 図 １ を 参 照 し て 操 作 表 示 装 置 １ ０ ０ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 指 紋 認 証 装 置
２ が ユ ー ザ の 指 紋 デ ー タ １ を 認 識 し て そ の 結 果 を ユ ー ザ Ｉ Ｄ ３ に 変 換 し 、 そ れ を 操 作 部 制
御 装 置 ８ に 入 力 す る 。 操 作 部 制 御 装 置 ８ は こ の ユ ー ザ Ｉ Ｄ ３ を ユ ー ザ Ｉ Ｄ １ ０ と し て 図 示
し な い ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 個 人 情 報 管 理 サ ー バ ９ に 転 送 す る 。 個 人 情 報 管 理 サ ー バ ９ で
は 、 ユ ー ザ Ｉ Ｄ １ ０ と デ ー タ ベ ー ス に 記 憶 さ れ た 個 人 情 報 を 照 合 し て 、 そ こ か ら 一 致 す る
個 人 情 報 １ １ を 得 る 。 こ の 個 人 情 報 １ １ に は 例 え ば 、 ユ ー ザ Ｉ Ｄ 、 使 用 言 語 、 そ の 機 器 操
作 に 関 す る 習 熟 レ ベ ル 、 及 び 視 覚 障 害 の 有 無 か ら 構 成 さ れ る 。 前 記 で 得 ら れ た 個 人 情 報 １
１ は 操 作 部 制 御 装 置 ８ に 入 力 さ れ る 。
次 に 、 操 作 部 制 御 装 置 ８ は 、 そ の 個 人 情 報 １ １ か ら ユ ー ザ の 当 該 機 器 操 作 に 関 す る 習 熟 レ
ベ ル を 認 識 し 、 習 熟 度 、 障 害 の 有 無 １ ５ に 基 づ い て フ ラ ッ シ ュ Ｒ Ｏ Ｍ ４ か ら そ の 習 熟 レ ベ
ル に 応 じ た 操 作 メ ニ ュ ー １ ２ を 、 ユ ー ザ が 理 解 可 能 と 推 測 さ れ る 用 語 を 用 い て 液 晶 タ ッ チ
パ ネ ル ５ に 表 示 す る 。 こ こ で い う 習 熟 レ ベ ル と は 、 各 ユ ー ザ の 使 用 履 歴 （ 使 用 回 数 、 入 力
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ミ ス の 発 生 回 数 等 ） か ら 操 作 部 制 御 装 置 ８ が レ ベ ル 判 定 し 、 ユ ー ザ の 操 作 終 了 毎 に 操 作 部
制 御 装 置 ８ は 、 そ の ユ ー ザ の 習 熟 レ ベ ル の 更 新 を 行 う 。 ま た 習 熟 レ ベ ル と 、 そ れ に 応 じ た
操 作 メ ニ ュ ー の 表 現 レ ベ ル は １ 対 １ で 対 応 し て お り 、 こ の 表 現 レ ベ ル が 下 が る ほ ど 、 操 作
メ ニ ュ ー は よ り 丁 寧 な 、 よ り 簡 単 な 表 現 を 用 い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ こ で 、 ユ ー ザ が 操 作 中 に 何 ら か の 原 因 に よ り 当 該 機 器 が エ ラ ー 状 態 に 陥 っ た 場 合 、 そ の
内 容 を 液 晶 タ ッ チ パ ネ ル ５ に 表 示 す る 。 こ の 時 、 本 発 明 の 特 徴 的 な と こ ろ は 、 ユ ー ザ の 当
該 機 器 操 作 に 関 す る 習 熟 度 に 応 じ た エ ラ ー 対 処 方 法 を 、 ユ ー ザ が 理 解 可 能 と 推 測 さ れ る 用
語 を 用 い て 液 晶 タ ッ チ パ ネ ル ５ に 表 示 す る こ と で あ る 。 そ し て 、 一 定 時 間 経 過 後 、 操 作 部
制 御 装 置 ８ は 機 器 が エ ラ ー 状 態 か ら 復 帰 し た か 否 か を 確 認 し 、 未 だ 機 器 が エ ラ ー 状 態 で あ
る 場 合 は 、 前 回 表 示 し た 操 作 メ ニ ュ ー の 表 現 レ ベ ル を １ ラ ン ク 下 げ 、 再 度 エ ラ ー 対 処 方 法
を 液 晶 タ ッ チ パ ネ ル ５ に 表 示 し 、 こ の 動 作 を 機 器 が 正 常 状 態 に 復 帰 す る ま で 繰 り 返 す 。
ま た 、 操 作 部 制 御 装 置 ８ は 、 個 人 情 報 管 理 サ ー バ ９ が 認 識 し た 個 人 情 報 １ １ か ら 視 覚 障 害
を 持 つ ユ ー ザ と 認 識 し た 場 合 、 ユ ー ザ の 当 該 機 器 に 関 す る 習 熟 レ ベ ル に 応 じ た 操 作 メ ニ ュ
ー １ ２ を フ ラ ッ シ ュ Ｒ Ｏ Ｍ ４ か ら 読 み 出 し 、 ユ ー ザ が 理 解 可 能 と 推 測 さ れ る 用 語 を 用 い て
ス ピ ー カ ６ よ り 音 声 ガ イ ダ ン ス １ ３ と し て 出 力 し 、 ユ ー ザ は そ の 音 声 ガ イ ダ ン ス に 従 い な
が ら テ ン キ ー ７ の み を 用 い て 操 作 メ ニ ュ ー を 選 択 し 機 器 操 作 を 行 う 。 こ の テ ン キ ー ７ の 夫
々 の キ ー 表 面 に は 図 示 し な い 反 射 型 セ ン サ を 内 蔵 し て お り 、 ユ ー ザ が キ ー 表 面 に 指 で 触 れ
た 時 、 操 作 部 制 御 装 置 ８ に は 反 射 型 セ ン サ か ら 検 知 信 号 が 入 力 さ れ る 。 操 作 部 制 御 装 置 ８
は そ の 検 知 信 号 に よ り 、 ユ ー ザ が ど の キ ー に 触 れ た か を 認 識 し 、 そ の キ ー 番 号 を ユ ー ザ に
ス ピ ー カ ６ よ り 音 声 に て 通 知 す る 。 こ れ に よ り 視 覚 障 害 を 持 つ ユ ー ザ は 、 テ ン キ ー を 押 す
前 に キ ー 番 号 を 確 認 す る こ と が 可 能 と な る 。
ま た 、 視 覚 障 害 者 が 操 作 中 に そ の 機 器 が エ ラ ー 状 態 に 陥 っ た 時 、 ユ ー ザ の 当 該 機 器 操 作 に
関 す る 習 熟 度 に 応 じ た エ ラ ー 対 処 方 法 を 、 ユ ー ザ が 理 解 可 能 と 推 測 さ れ る 用 語 を 用 い て ス
ピ ー カ ６ よ り 音 声 ガ イ ダ ン ス に て 通 知 す る 。 そ し て 、 一 定 時 間 経 過 後 、 操 作 部 制 御 装 置 ８
は 機 器 が エ ラ ー 状 態 か ら 復 帰 し た か を 確 認 し 、 未 だ 機 器 が エ ラ ー 状 態 で あ る 場 合 は 、 前 回
表 示 し た 操 作 メ ニ ュ ー の 表 現 レ ベ ル を １ ラ ン ク 下 げ 、 再 度 エ ラ ー 対 処 方 法 を ス ピ ー カ ６ よ
り 音 声 ガ イ ダ ン ス に て 出 力 し 、 こ の 動 作 を 機 器 が 正 常 状 態 に 復 帰 す る ま で 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ２ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 操 作 表 示 装 置 ２ ０ ０ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。 図 ２ が 図 １ と 異 な る 点 は 、 個 人 情 報 を フ ラ ッ シ ュ Ｒ Ｏ Ｍ ２ ０ に 格 納 し 、 個 人 情 報 サ ー
バ を 省 略 し た 点 で あ る 。 当 然 、 フ ラ ッ シ ュ Ｒ Ｏ Ｍ ２ ０ に は 、 こ れ 以 外 に 操 作 メ ニ ュ ー 表 示
フ ロ ー 等 を 記 憶 し て い る 。 従 っ て 、 同 じ 構 成 要 素 に は 同 じ 参 照 番 号 が 付 さ れ て い る の で 、
重 複 す る 説 明 は こ こ で は 省 略 す る 。
図 ３ は 、 図 １ 及 び 図 ２ の 動 作 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 特 に 正 常 に
動 作 し て い る 場 合 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ り 、 個 人 情 報 が 管 理 サ ー バ 内 で 管 理 さ れ て い る 場
合 に つ い て 図 １ を 参 照 し て 説 明 す る 。 ま ず 、 指 紋 認 証 装 置 ２ が ユ ー ザ の 指 紋 デ ー タ １ を 認
識 し て そ の 結 果 を ユ ー ザ Ｉ Ｄ ３ に 変 換 す る （ Ｓ １ ） 。 次 に 、 そ れ を 操 作 部 制 御 装 置 ８ に 入
力 し て ユ ー ザ Ｉ Ｄ ３ を ユ ー ザ Ｉ Ｄ １ ０ と し て 図 示 し な い ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 個 人 情 報 管
理 サ ー バ ９ に 転 送 す る 。 個 人 情 報 管 理 サ ー バ ９ で は 、 ユ ー ザ Ｉ Ｄ １ ０ と デ ー タ ベ ー ス に 記
憶 さ れ た 個 人 情 報 を 照 合 し て 、 そ こ か ら 一 致 す る 個 人 情 報 １ １ を 得 る （ Ｓ ２ ） 。 こ の 個 人
情 報 に は 例 え ば 、 ユ ー ザ Ｉ Ｄ 、 使 用 言 語 、 そ の 機 器 操 作 に 関 す る 習 熟 レ ベ ル 、 及 び 視 覚 障
害 の 有 無 か ら 構 成 さ れ る 。 前 記 で 得 ら れ た 個 人 情 報 １ １ は 操 作 部 制 御 装 置 ８ に 入 力 さ れ 、
習 熟 レ ベ ル に 応 じ た 使 用 言 語 を 決 定 し （ Ｓ ３ ） 、 更 に 、 視 覚 障 害 の 有 無 を 調 べ （ Ｓ ４ ） 、
視 覚 障 害 が な け れ ば （ Ｓ ４ で Ｎ Ｏ ） 、 次 に 、 操 作 部 制 御 装 置 ８ は 、 そ の 個 人 情 報 １ １ か ら
ユ ー ザ の 当 該 機 器 操 作 に 関 す る 習 熟 レ ベ ル を 認 識 し 、 習 熟 度 、 障 害 の 有 無 １ ５ に 基 づ い て
フ ラ ッ シ ュ Ｒ Ｏ Ｍ ４ か ら そ の 習 熟 レ ベ ル に 応 じ た 操 作 メ ニ ュ ー １ ２ を 、 ユ ー ザ が 理 解 可 能
と 推 測 さ れ る 用 語 を 用 い て 液 晶 タ ッ チ パ ネ ル ５ に 表 示 す る （ Ｓ ５ ） 。 こ こ で い う 習 熟 レ ベ
ル と は 、 各 ユ ー ザ の 使 用 履 歴 （ 使 用 回 数 、 入 力 ミ ス の 発 生 回 数 等 ） か ら 操 作 部 制 御 装 置 ８
が レ ベ ル 判 定 し 、 ユ ー ザ の 操 作 終 了 毎 に 操 作 部 制 御 装 置 ８ は 、 そ の ユ ー ザ の 習 熟 レ ベ ル の
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更 新 を 行 う 。 ま た 習 熟 レ ベ ル と 、 そ れ に 応 じ た 操 作 メ ニ ュ ー の 表 現 レ ベ ル は １ 対 １ で 対 応
し て お り 、 こ の 表 現 レ ベ ル が 下 が る ほ ど 、 操 作 メ ニ ュ ー は よ り 丁 寧 な 、 よ り 簡 単 な 表 現 を
用 い る 。 そ し て 、 ユ ー ザ は 表 示 部 の 操 作 メ ニ ュ ー か ら 所 望 の メ ニ ュ ー を 選 択 す る （ Ｓ ６ ）
。 こ こ で 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ で 視 覚 障 害 者 で あ る と 判 定 さ れ る と （ Ｓ ４ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 習 熟 レ ベ ル
に 応 じ た 操 作 メ ニ ュ ー を ス ピ ー カ ６ か ら 音 声 ガ イ ダ ン ス し て ユ ー ザ に 知 ら せ （ Ｓ ７ ） 、 ス
テ ッ プ Ｓ ６ に 進 む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ４ は 、 特 に エ ラ ー が 発 生 し た 場 合 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 １ を 参 照 し て 説 明 す る 。
ユ ー ザ が 操 作 中 に 何 ら か の 原 因 に よ り 当 該 機 器 が エ ラ ー 状 態 に 陥 っ た 場 合 、 そ の 内 容 を 液
晶 タ ッ チ パ ネ ル ５ に 表 示 す る （ Ｓ ２ ０ ） 。 次 に 視 覚 障 害 の 有 無 を 調 べ （ Ｓ ２ １ ） 、 視 覚 障
害 が な け れ ば （ Ｓ ２ １ で Ｎ Ｏ ） 、 操 作 部 制 御 装 置 ８ は 、 そ の 個 人 情 報 １ １ か ら ユ ー ザ の 当
該 機 器 操 作 に 関 す る 習 熟 レ ベ ル を 認 識 し 、 習 熟 度 、 障 害 の 有 無 １ ５ に 基 づ い て フ ラ ッ シ ュ
Ｒ Ｏ Ｍ ４ か ら そ の 習 熟 レ ベ ル に 応 じ た エ ラ ー 対 処 方 法 を 、 ユ ー ザ が 理 解 可 能 と 推 測 さ れ る
用 語 を 用 い て 液 晶 タ ッ チ パ ネ ル ５ に 表 示 す る （ Ｓ ２ ２ ） 。 そ し て 、 一 定 時 間 経 過 後 、 操 作
部 制 御 装 置 ８ は 機 器 が エ ラ ー 状 態 か ら 復 帰 し た か 否 か を 確 認 し （ Ｓ ２ ３ ） 、 未 だ 機 器 が エ
ラ ー 状 態 で あ る 場 合 は （ Ｓ ２ ３ で Ｎ Ｏ ） 、 前 回 表 示 し た 操 作 メ ニ ュ ー の 表 現 レ ベ ル を １ ラ
ン ク 下 げ 、 再 度 エ ラ ー 対 処 手 段 を 液 晶 タ ッ チ パ ネ ル ５ に 表 示 し 、 こ の 動 作 を 機 器 が 正 常 状
態 に 復 帰 す る ま で 繰 り 返 す 。 こ こ で 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ で 視 覚 障 害 者 で あ る と 判 定 さ れ る と
（ Ｓ ２ １ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 習 熟 レ ベ ル に 応 じ た エ ラ ー 対 処 手 段 を ス ピ ー カ ６ か ら 音 声 ガ イ ダ ン ス
し て ユ ー ザ に 知 ら せ （ Ｓ ２ ４ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ に 進 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 記 載 の ご と く 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 ユ ー ザ の 操 作 習 熟 度 や 障 害 の 有 無 を 認 識 し て
、 そ の ユ ー ザ に 最 適 な 操 作 環 境 を 選 択 し て 与 え る の で 、 ユ ー ザ に と っ て 操 作 し 易 く 、 し か
も 誤 操 作 の 確 率 を 減 少 し た ユ ー ザ フ レ ン ド リ な 操 作 環 境 を 与 え る こ と が で き る 。 ま た 、 ユ
ー ザ 個 人 情 報 が イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の サ ー バ に よ り 管 理 さ れ て い る の で 、 ク ラ イ ア ン ト が ユ
ー ザ 個 人 情 報 を 共 通 に 使 用 す る こ と が で き 、 管 理 の 一 元 化 を 図 る こ と が で き る 。
ま た 請 求 項 ２ で は 、 ユ ー ザ の 操 作 習 熟 度 や 障 害 の 有 無 を 認 識 し て 、 そ の ユ ー ザ に 最 適 な 操
作 環 境 を 選 択 し て 与 え る の で 、 ユ ー ザ に と っ て 操 作 し 易 く 、 し か も 誤 操 作 の 確 率 を 減 少 し
た ユ ー ザ フ レ ン ド リ な 操 作 環 境 を 与 え る こ と が で き 、 情 報 の 管 理 が 容 易 と な る 。
ま た 請 求 項 ３ で は 、 ユ ー ザ の 習 熟 度 に 応 じ て ユ ー ザ が 理 解 で き る 用 語 を 選 択 し て 表 示 す る
の で 、 ユ ー ザ は 表 示 部 に 表 示 さ れ た 用 語 を 容 易 に 正 し く 理 解 す る こ と が で き 、 そ れ に よ り
誤 操 作 を 減 少 し て 習 熟 度 の 向 上 を よ り 早 め る こ と が で き る 。
ま た 請 求 項 ４ で は 、 ユ ー ザ が 視 覚 障 害 者 の 場 合 、 そ の 操 作 習 熟 度 に 応 じ た 用 語 を 用 い て 音
声 ガ イ ダ ン ス し 、 ユ ー ザ は ガ イ ダ ン ス に 従 っ て キ ー を 操 作 す る こ と が で き る の で 、 視 覚 障
害 者 で も 容 易 に 、 し か も 確 実 に 操 作 す る こ と が で き る 。
ま た 請 求 項 ５ で は 、 エ ラ ー 対 処 方 法 が ユ ー ザ の 習 熟 度 に 応 じ た 用 語 に よ り 表 示 さ れ る の で
、 習 熟 度 の 低 い ユ ー ザ で も 正 し く 迅 速 に エ ラ ー 対 処 を 行 う こ と が で き る 。
ま た 請 求 項 ６ で は 、 ユ ー ザ が 視 覚 障 害 者 の 場 合 、 操 作 中 の エ ラ ー 対 処 方 法 は そ の ユ ー ザ の
習 熟 度 に 応 じ た 用 語 に よ り 音 声 ガ イ ダ ン ス で 行 う の で 、 視 覚 障 害 者 で も ス ム ー ズ に 正 確 に
エ ラ ー に 対 し て 処 理 す る こ と が で き る 。
ま た 請 求 項 ７ で は 、 機 器 が エ ラ ー 状 態 に 陥 っ た 場 合 、 所 定 の 時 間 経 過 し て も 復 帰 し な い 場
合 、 さ ら に レ ベ ル を 下 げ て い き 復 帰 す る ま で そ れ を 繰 り 返 す の で 、 無 用 な 待 ち 時 間 を な く
し て 復 帰 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。
ま た 請 求 項 ８ で は 、 ユ ー ザ 個 人 を 特 定 す る 手 段 が ユ ー ザ の 指 紋 に よ り 判 定 す る の で 、 他 人
が 模 倣 す る こ と が で き な い た め ユ ー ザ 情 報 の 正 確 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
ま た 請 求 項 ９ で は 、 キ ー ボ ー ド に 反 射 型 の セ ン サ を 取 り 付 け る こ と に よ り 、 視 覚 障 害 者 で
も 確 実 に 所 望 の キ ー 番 号 を 入 力 す る こ と が で き 、 し か も 、 装 置 の コ ス ト を 安 く 実 現 す る こ
と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 操 作 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 操 作 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 図 １ 及 び 図 ２ の 動 作 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 特 に エ ラ ー が 発 生 し た 場 合 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
２ 　 指 紋 認 証 装 置 、 ４ 　 フ ラ ッ シ ュ Ｒ Ｏ Ｍ 、 ５ 　 液 晶 タ ッ チ パ ネ ル 、 ６ 　 ス ピ ー カ 、 ７ 　
テ ン キ ー 、 ８ 　 操 作 部 制 御 装 置 、 ９ 　 個 人 情 報 管 理 サ ー バ

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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